












筆者 らの年代 は低温セ ンターが理学部 に設置 された年(1959年)大阪大学 に入学 した。4年 次学
生 として関集三教授 の研究室 に配属 されたときか ら、低 温センター(当 時 は極低温実験室 と呼んで
いた)で 実験 をさせ ていただいて、今年春 に運官するまで40年間お世話 になったことにまず深 くお
礼 を申し上げたい。当時我 々学生 は低温 センターが昔か らあるもの と思 っていたが、それは建i物が
たいへ ん古びて見 えたか らである。ある とき、極低温実験室での実験中に、測定回路が完全 にアー
スから浮いていなければな らないの に、 どうして もリークすることがあった。大学院で同級 となっ
た杉崎昌和君 と一緒 に原因を探 し、苦労の末、可変抵抗器の磁製絶縁物 を通 じて数十キロオームの
リークがあることを見つけた。 これは我 々M1の 学生 にとって、装置全体 を知る上で貴重な経験 で
あった。い ま思 うに、極低温実験室の古 びた様子の建物 と電気回路 のリークには共通 の原因があっ
たのだ。その前年 に台風 による高潮で堂島川 と土佐堀 の泥水が理学部 に流れ込んだことがある。床
か ら低 い位置 に置いてあった可変抵抗器は水 に浸 り、磁器でで きた絶縁物が汚水 を吸 って リーク し
たのであろう。理学部 はその後す ぐ、低温セ ンターや工作セ ンター と一緒 に、現在ある待兼山に移
転 した。中之島跡地は科学館、美術館 と広場 として市民の学び と憩 いの場 となっている。移転直後
の様子が表紙の写真 に見 られる。3年 次 には望 月和子先生が化学の学生 に量子力学概論 を講義 され
た。最初 に永宮健夫先生が望 月先生 を紹介 された。難 しか ったがすば らしい講義であ った。内山龍
雄、中村伝、金森順次郎諸先生の講義、大学院では伊達宗行先生や山田安定先生の講義 を受けた。
熱力学は関研 究室 に入ってか ら本式 に学んだ。そのころ学 んだオルソ水素 ・パ ラ水素は今でい う量
子エ ンタングルメン トの問題 なのであろう。 この ような学生であったか ら、化学の問題 としての分
子運動 に量子効果が どのように効 くか とい うことに関心があった。定年 に近づいたころ、原子核運
動の量子性が熱測定、分光学、 中性子 回折 で見 えるようになった。関集三先生、菅宏先生の時代 に
ガラス状態 の研究が発展 した。 これは量子論 とは正反対で、基底状態 には決 して到達 しない ことが
その本質である。 しか し熱測定 と中性子散乱 はここで も強力な手段 で、非晶非平衡状態を定量化す
るとき本質的 なところにエ ン トロピーの具体的な実験値が顔 を出す とい う面 白い ことがある。
低温セ ンター もすでに40年を超える歴史があ り、その間の実験技術 の進歩 には目を見張 るものが
ある。熱測定装置の大事 なところは自作 したが、マ イクロ波や磁気測定 も同 じであろう。 は じめに
述べ たように、自作の装置は学生に とって装置全体 を理解 しやすい とい う利点がある。定年 になっ
て、低温セ ンターの進歩 をこのように跡付 ける実験装置が、若 い人たちにその動作原理 まで見 える
形で保存 で きればよい と思 う。
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